
健康で豊かな国民生活を保健医療福祉情報システムが支えます
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１．企画委員会の業務

保健医療福祉情報システム市場のさらなる健全化に向けた諸活動を
各部会の協⼒のもと、関係省庁・団体と連携して実施する。

今年度は「2025ビジョン」の普及促進と併⾏して、「2025ビジョン」を
将来の社会課題や最新の政府戦略、ICTトレンドを踏まえた「2030
ビジョン」として改版し、今後取り組むべき課題の明確化や対応策の提
⾔検討などを⾏う。

※2019年度事業計画より
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１-1．企画委員会メンバ紹介

委員⻑ ︓国分 令典（⽇⽴製作所）
副委員⻑︓⽯⼭ 敏昭（⽇本電気）
委員 ︓新⾥ 雅則（シーエスアイ）、森本 正幸（富⼠通）

⼩林 俊夫（⽇本IBM） 、⻄村 剛敏（PHC）
戦略企画部⻑︓中光 敬（NTTデータ）
戦略運営幹事︓柴 健⼀郎（NTTデータ）
部⾨代表︓⽯井 雅弘（医事コン︓NTTデータ）､真野 誠（事業推進︓⽇本電気）

⻄⼭ 喜重（標準化︓キヤノンメディカルシステムズ）
執⾏ 直亮（医療シス︓⽇⽴製作所）
藤岡 宏⼀郎（保健福祉︓⽇⽴製作所）松原 修（保健福祉︓⽇⽴製作所）
⽥中 利夫（総務会︓キヤノンメディカルシステムズ）

事務局 ︓ 平井 健⼆
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２．これまでの主な活動成果

•ＪＡＨＩＳ ２１世紀ビジョン 第２版*．．． 2000年6⽉
•個⼈情報保護ガイドライン説明会開催．．．．2005年2⽉
•医療情報システム安全パンフレット．．．．． 2007年3⽉
•ＪＡＨＩＳ「２０２０年ビジョン」．．．．． 2010年1⽉
•「お客様と共有したい課題とその考え⽅」．． ． 2012年5⽉
•「病院情報システムにまつわるインシデントの分析とその対策」

．．．．． 2013年7⽉
•「誤解を⽣みやすい⽤語の解説」 ．．．．． 2014年7⽉
•ＪＡＨＩＳ「２０２５ビジョン」 ．．．．． 2015年1⽉
•｢２０２５ビジョンの進捗状況や今後の取組み（案）｣

．．．．．2018年6⽉
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＊「企画調査委員会」として作成
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3. ２０１８年度活動
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１．「２０２５ビジョン」の普及推進
「２０２５ビジョン」の普及推進状況と課題を整理するため、⻑年運⽤実績のある
地域医療連携システムの状況を調査
視察先︓まめネット(島根)、あじさいネット(⻑崎)、晴れやかネット（岡⼭）、

天かけるネット（広島）
具体的取り組みや現状の課題を｢２０２５ビジョンの進捗状況や今後の取組み（案）」
として整理し２０２５ビジョン実現に向けたアクションプランとした。

２．教育事業の対応
医療情報システム⼊⾨コース向けテキスト・⽤語集⾒直し、および講師対応を実施。
担当︓「Ⅰ.医療をめぐる動向ガイダンス」

「Ⅱ.医療機関における医療情報システム」
単元Ⅰは、ホスピタルショウのセミナーに活⽤。

３．「２０３０ビジョン」作成
将来の社会課題や最新の政府戦略、ICTトレンドを踏まえた「２０３０ビジョン」の
基本構想を検討。2020年1⽉発⾏予定。
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3. ２０１８年度活動
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１．「２０２５ビジョン」の普及推進
「２０２５ビジョン」の普及推進状況と課題を整理するため、⻑年運⽤実績のある
地域医療連携システムの状況を調査
視察先︓まめネット(島根)、あじさいネット(⻑崎)、晴れやかネット（岡⼭）、

天かけるネット（広島）
具体的取り組みや現状の課題を｢２０２５ビジョンの進捗状況や今後の取組み（案）」
として整理し２０２５ビジョン実現に向けたアクションプランとした。

２．教育事業の対応
医療情報システム⼊⾨コース向けテキスト・⽤語集⾒直し、および講師対応を実施。
担当︓「Ⅰ.医療をめぐる動向ガイダンス」

「Ⅱ.医療機関における医療情報システム」
単元Ⅰは、ホスピタルショウのセミナーに活⽤。

３．「２０３０ビジョン」作成
「２０２５ビジョン」を将来の社会課題や最新の政府戦略、ICTトレンドを踏まえた
「２０３０ビジョン」への改版を検討中。2019年1⽉発⾏予定。
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「２０２５ビジョン」概要
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２０２５ビジョンは、⽇本の社会保障制度において節⽬の年
である２０２５年に向けて、ヘルスケアＩＴに関して⽬指すべき
⽅向性を⽰したものである。

【２０２５ビジョンの⽬的】
１．国⺠のために真に役⽴つ保健医療福祉情報システムの

将来ビジョンを会員に提⽰すること
２．これによって、各委員会活動の⽬標設定や活動の⽅向性

を⽰すこと
３．保健医療福祉情報システムの将来ビジョンを、関係団体・機関に

提⽰して、⽀援・協⼒の環境を整え、社会全般の情報化推進
活動との整合を図ること

9

「２０２５ビジョン」概要
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ヘルスケアＩＴの発展を⽀える３階層（社会基盤層、製品層、サービス層）

10

「２０２５ビジョン」概要
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ＪＡＨＩＳの担う製品・サービス層（医療情報連携ネットワークのイメージ）

11

「２０２５ビジョン」概要

ⓒ JAHIS 2019

ＪＡＨＩＳの担う製品・サービス層（医療・健康情報等の各種データの活⽤イメージ）
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「２０２５ビジョン」概要
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ＪＡＨＩＳの担う製品・サービス層（製品・システムの対応例）
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「２０２５ビジョン」概要
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２０２５ビジョンの進捗状況や今後の取組み

⻑年運⽤実績のある地域医療連携システムを運⽤している団体
（4箇所）訪問し、状況や課題などをヒアリング

まめネット
訪問先︓NPO法⼈しまね医療情報ネットワーク協会
開始時期︓2013年1⽉稼動 （前⾝は2002年から稼動）
参加機関数︓771（病院︓43、診療所274、介護事業所318、薬局69 ほか）
参加者数︓33,071⼈ （2016/10現在)

あじさいネット
訪問先︓NPO法⼈ ⻑崎地域医療連携ネットワークシステム協議会
開始時期︓2004年７⽉稼動
参加施設数︓317（病院︓32、薬局62 ほか）
参加者数︓61,634⼈ （2017/1現在)
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２０２５ビジョンの進捗状況や今後の取組み
⻑年運⽤実績のある地域医療連携システムを運⽤している団体
（4箇所）訪問し、状況や課題などをヒアリング

晴れやかネット
訪問先︓⼀般社団法⼈医療ネットワーク岡⼭協議会
開始時期︓2013年1⽉
参加機関数︓490（情報開⽰施設（病院）︓51、情報閲覧（病院）︓114

診療所198、薬局122、介護施設5 ）
参加者数︓15,934⼈ （2017年4⽉現在）

天かけるネット
訪問先︓NPO法⼈ 天かけるネット
開始時期︓2011年7⽉
参加施設数︓129（病院︓9、診療所︓44、介護施設︓8 ほか）
参加者数︓20,104⼈ （2017年2⽉）
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２０２５ビジョンの進捗状況や今後の取組み
状況や課題などのヒアリング結果を元に2025ビジョンの進捗状況や、
今後の取り組み（案）を整理



ⓒ JAHIS 2019 17

２０２５ビジョンの進捗状況や今後の取組み

2025ビジョンの進捗状況や今後の取組み（案）

分類
「施設連携」「採⽤技術」「法制度等」「運⽤・体制」「⼈材」「運⽤資⾦」

取りまとめ項⽬
・２０２５ビジョン ︓２０２５ビジョン実現のための要件
・達成状況 ︓要件毎の達成状況
・上⼿くいっている点︓地域連携システム運⽤の上で進捗している点
・課題 ︓２０２５ビジョン実現の上で課題となっている点
・対策案 ︓課題に対する対応案を「JAHIS内対策」と

「外部向け提⾔」として整理
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２０２５ビジョンの進捗状況や今後の取組み
状況や課題などのヒアリング結果を元に2025ビジョンの進捗状況や、
今後の取り組み（案）を整理

２０２５ビジョン 達成状況

採⽤技術 ①標準化のより⼀層の推進

②⼀般の個⼈が容易に扱え、かつ
⼗分なセキュリティを保つことが可能な
利⽤技術の確⽴

③リスクマネージメントの確⽴

①SS-MIXをはじめ、厚⽣労働省標準規格を
採⽤する努⼒がなされている。ＪＡＨＩＳ標準
については、⼀部の地域医療連携で採⽤されて
いる。

②各地域医療連携でモバイル端末を利⽤して
いる。セキュリティに関しては、各地域医療連携
で考慮されているが、その⼿法は様々である。

③災害対策が考慮されているところは、ほぼな
い。

 記載例
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２０２５ビジョンの進捗状況や今後の取組み
状況や課題などのヒアリング結果を元に2025ビジョンの進捗状況や、
今後の取り組み（案）を整理

上⼿くいっている点 課題
採⽤技術 ・厚労省標準規格であるSS-MIXを積

極的に採⽤している。

・技術仕様作成の際、JAHIS標準を参
考とすることで、容易に作成が出来たケー
スがある。

・⼿軽に利⽤できるモバイル端末（スマホ
等）の利⽤促進がなされている。

・SS-MIXのデータ格納⽅式が解釈により、
様々にとらえられ、採⽤時に苦慮した。

・ＪＡＨＩＳ標準の認知度が低い。

・モバイル端末のセキュリティに関して、実⽤的な
ガイドラインが必要である。

 記載例
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２０２５ビジョンの進捗状況や今後の取組み
状況や課題などのヒアリング結果を元に2025ビジョンの進捗状況や、
今後の取り組み（案）を整理

対策（案）
JAHIS内 外部向け（提⾔等）

採⽤技術 ・ＪＡＨＩＳ標準の精査・整理と認知度
を⾼めるための普及活動の推進

・モバイル端末のセキュリティガイドライン
の策定

【対応候補部会】
標準化部会、医療システム部会、保健福
祉システム部会

・SS-MIXのデータ格納⽅式を的確化

・モバイル端末の実⽤的なセキュリティガイドライ
ンの策定が必要

 記載例

対応候補部会に検討いただき２０２５ビジョン実現に向けたアクションプラン
（検討事項）とした
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3. ２０１８年度活動
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１．「２０２５ビジョン」の普及推進
「２０２５ビジョン」の普及推進状況と課題を整理するため、⻑年運⽤実績のある
地域医療連携システムの状況を調査
視察先︓まめネット(島根)、あじさいネット(⻑崎)、晴れやかネット（岡⼭）、

天かけるネット（広島）
具体的取り組みや現状の課題を｢２０２５ビジョンの進捗状況や今後の取組み（案）」
として整理し２０２５ビジョン実現に向けたアクションプランとした。

２．教育事業の対応
医療情報システム⼊⾨コース向けテキスト・⽤語集⾒直し、および講師対応を実施。
担当︓「Ⅰ.医療をめぐる動向ガイダンス」

「Ⅱ.医療機関における医療情報システム」
単元Ⅰは、ホスピタルショウのセミナーに活⽤。

３．「２０３０ビジョン」作成
「２０２５ビジョン」を将来の社会課題や最新の政府戦略、ICTトレンドを踏まえた
「２０３０ビジョン」への改版を検討中。2019年1⽉発⾏予定。
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「医療をめぐる動向ガイダンス」概要
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※教育コース（医療情報システム⼊⾨コース）テキスト
「Ⅰ.医療をめぐる動向ガイダンス」より抜粋
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「医療をめぐる動向ガイダンス」概要
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「医療をめぐる動向ガイダンス」概要
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４．今年度、今後の取り組み
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３．「２０３０ビジョン」作成

将来の社会課題や最新の政府戦略、ＩＣＴトレンドを踏まえた
「２０３０ビジョン」の作成中。
ＪＡＨＩＳ ２５周年記念イベントに合せて発表予定
（２０２０年１⽉予定）。

健康で豊かな国民生活を保健医療福祉情報システムが支えます

ⓒ JAHIS 2019

今後も企画委員会の活動へのご⽀援・
ご協⼒をよろしくお願い申し上げます。
ご清聴ありがとうございました。


